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※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 農地風食防止実証事業 

事業主体 

（連絡先） 

松本南西部地域農地風食防止対策協議会 

事務局：松本地方事務所農政課生産振興係 

事業区分 ⑥ イ 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費  767,800円（うち支援金：607,000円） 

①大規模展示実証圃の設置 

②展示実証圃を活用した対策技術 

の周知と普及 

 

※自己評価【 B    】 

【理由】 

事業計画どおりの取組みが実施で

き、風食の防止効果が確認できた。 

【緑肥費麦の栽培実証】【緑肥費麦の栽培実証】【緑肥費麦の栽培実証】【緑肥費麦の栽培実証】 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

①大規模展示実証ほは、緑肥麦 10ha、土壌耕起 10ha、

合計 20haについて設置した。                        

 

② 防止対策の新たな方法として、2 つの対策技術を農

業者等に周知したことで、対策実施面積の拡大が期待で

きる。 

松本南西部地域で発生する農地の風食被害を防止する

ため、新たな対策技術として、ナガイモ栽培ほ場におい

て「緑肥麦の栽培」と「土壌耕起による防止対策」につ

いて、大規模な展示実証ほ設置した。 

平成 27年 4月に効果を検証し、得られた結果等を元に啓発資料を作成し、農家等に啓発活動を

実施する 


